
とうきょう すくわくプログラム実践報告書

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

所在 狛江市和泉本町 4-7-35

園名 狛江市立藤塚保育園

絵の具の感触を楽しみながら、 いろいろな色があること を知る

集会等で“どんな色が好き”を歌い、 色を知らせる。

絵の具に触れる機会を多く 取り 入れ、 抵抗なく 触れられるよう にする。

素材

・ 絵の具

道具

・ 大きめのト レイ ・ 模造紙

いろいろな色があると いう こ と を知るきっかけを楽しい雰囲気の中で発見できるよ う

にするため。絵の具の感触を楽しみながら行う こ と で、色の不思議さを知らせていく た

め

5 月~ ・ ・ ・ 足形、 手形で絵の具に触れる。

7 月・ ・ ・ 指に絵の具を付け、 スイカの線を描く

8 月・ ・ ・ ハンド ぺインティ ング

０・１歳児クラス



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・ 足形や手形を使った製作を行う 。

・ 黒の絵の具を指に塗り 、 スイカの線を描く 。

・ 黄色、 水色、 ピンクの三色を用意し、 手の平や指につけて、 模造紙に写す。

・ 模造紙の上で手を重ねて、 色を混ぜる。

・ 色があるこ と はパネルシアターや絵本で知らせていたが、ハンド ペインティ ングの時は、

実際に自分が触って色がつく と いう こ と を喜び、 楽しんでいた。 絵の具に触れるこ と に抵

抗がある児も他児が楽しそう に取り 組んでいる姿を見て、 模造紙に映し出される模様を楽

しんでいた。 色への興味が更に深まり 、 いろいろな色の違いに気が付けたと 思う 。

・ すぐに絵の具を触って楽しむ児、 様子を見ながら触る児、 端で見ている児と 様々であっ

た。

・ 保育者が 1 色目の上に他の色を重ねるのを見ると 、 歓声があがり 、 更に子ども達も真似

して色を混ぜていた。

・ 子ども同士で手を合わせたり 、 体に塗ったり 、 色がつく こ と を楽しんでいた。

・ 知っている色ができると 「 あお」「 みどり 」 等話していた。



とうきょう すくわくプログラム実践報告書

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

所在 狛江市和泉本町 4-7-35

園名 狛江市立藤塚保育園

絵の具を使い、 果物の色を自分なり に表現して楽しむ。

・ 絵の具(赤・ 青・ 黄・ 緑・ 水色)の 5 色 ・ 画用紙 ・ カード (絵の具をひろげる為使用)

・「 はらぺこあおむし」 の果物のイラスト ・ 新聞紙

じっく り 活動できるよう 、 一人ずつ行う よう にした。

ダイナミ ッ クに表現できるよう 、 下に新聞紙を敷いて準備をした。

表現遊びで「 はらぺこあおむし」をするこ と になって小道具と して一人ずつ果物を作成

する際に、 自分なり に表現して楽しんでもらいたいと思った為。

絵の具を使っての製作が好きな児が多いので絵の具を使って行う こと にした。

12 月： 表現遊び「 はらぺこあおむし」 の取り 組みを始める。

1 月： あおむしになり きって何度か表現遊びを楽しみ、 自分が食べたい果物を決める。

果物の色に使いたい絵の具を自分で選び、 カード で絵の具を広げて色の混ざり あいを

楽しむ。

２歳児クラス



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉

①果物のイラスト を見ながら 、 どんな色を使う と 自分の果物になるかを一緒に考えたり 、

実際に画用紙の上に絵の具を出したり してみる。

②カード を使い絵の具を広げ、 絵の具が混ざって色が変わる様子を楽しむ。

③自分の思う よう な色になったか、 もっと 絵の具を足すか等確認しながら満足できるまで

一人ずつ活動を行った。

・「 オレンジだから赤と 黄色」 のよう にすぐ色を選ぶ子、 好きな色の絵の具を選べるこ

と が楽しく 、 あれも これもと 色を指定する子、 様々だった。

・ それなり に近い色を選ぶ子が多く 、 絵の具を広げた時に「 すごい！」「 きれい～」 と

喜びの声をあげる子が多かった。 思ったよう に色が出た児は友だちや保育者に見せて

感動を共有していた。

・ 4 色以上を使用した児は、 黒に近い色になってしまい、「 あれ？」 と 思っていたのと

違う と いう 表情をしていた。 も う 一回やってみるかきいて、 やり たいと いった児には

も う 一度できるよう 用意した。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・ 同じ果物を選んでも 、 子どもによって色の組み合わせや混ざり 方が違う ので、 出来上が

り に個性が表れた。

・ 子どもによって色の捉え方がちがい、 全く 見本の色と は違う ものになっても気に入って

喜ぶ児もいたので、 好きなよう に色の混ざり 合いを楽しむ良い機会になった。

・ 今後も製作を通し色への興味を深め、 混色や自分で色を作っていく こ と にも挑戦す

る機会を作っていきたい。



とうきょう すくわくプログラム実践報告書

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

所在 東京都狛江市和泉本町4-7-35

園名 狛江市立藤塚保育園

絵の具に親しみ、 扱いに慣れる。

（ 活動のためにどのよう な環境を設定したか、 準備した素材や道具）

・ 絵の具(赤、 青、 黄、 白、 黒)５ 色 ・ 筆 ・ 画用紙 ・ 野菜の絵

（ テーマに関する子どもの興味関心、 園の特色など）

・ 今まで色塗り に関しては、クレヨ ンを使用するこ と が主だったが、絵の具にも親しみ

を持って扱えるよう にしたかったため。また混色の様子を知る機会にしたかったため。

10 月： 発表会(野菜のパーティ ー)に向けて、 絵本を読み、 どんな野菜があるか、 また

どんな色をしているかを知る。

11 月： 赤、 青、 黄、 白、 黒の絵の具を用意し、 画用紙に単色で塗る。

その後上記の色を２ 色を混ぜると 色がどう 変化するのかを知る。

自分で混色した色で野菜の色を見つけ、 色を塗る。 (例： 赤＋黄＝橙。 できた橙

で人参を塗る )

３歳児クラス



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉

・ 赤、 青、 黄、 白、 黒の絵の具を用意し、 単色で塗る。

・ その後上記の色を２ 色を混ぜると 色がどう 変化するのかを知る。

・ 自分で混色した色で野菜の色を見つけ、 色を塗る。 (例： 赤＋黄＝橙。 できた橙で人

参を塗る )

活動の様子が分かる写真 2 枚以上を貼付してく ださい。

（ HP などで公開する可能性があり ますので、

（ 活動の内容、 活動中見られた子どもの姿、 保育者と の関わり 等）

・ まず好きな色の絵の具を単色で画用紙に塗る。 (〇が書かれている中)絵の具の経験が浅

い子もいたため、 絵の具を筆に付ける量が多すぎて垂れたり 、 逆に絵の具を付ける量が足

り ず色がかすれて塗る子もいた。 都度、 絵の具の量をう まく 調節するよう に声をかけた。

・ 次に２ 色の絵の具を混色し混ざり あう 様子をワク ワク した様子で観察し「 う わー」「 〇〇

色になった！」「 きれい」 等様々なリ アクショ ンがあった。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

今回絵の具の混色を子どもたちに体験させてみて、絵の具の扱いに少しずつ慣れ、色

の混ざり に興味を持てる機会と なり 良かった。 混色の瞬間の子どもたちのリ アクショ

ンが良く 、いきいきと した姿が印象的であった。今後も“こ う したらどう なる？”のよう

な子どもたちの新たな発見や気付きが得られるよう な経験が出来るよう な保育を設定

し実践していきたい。



とうきょう すくわくプログラム実践報告書

１．活動のテーマ

＜テーマ＞
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自然物の色についてじっく り と 観察をし、 絵の具を使って表現する。

準備した素材、 道具

白の木の方をした画用紙、 絵の具、 絵の具筆

環境設定

日々の遊びで（ かく れんぼや、だるまさんが転んだ等） 利用している、桜の木の前にテ

ーブルを 4 台セッ ト する。

発表会の背景の木の葉をこどもたちが作った時に、 落ち葉を実際に見ながら色塗り を

した。その際、「 葉っぱは、緑一色ではない」 と 気付きがあった。製作物の返却を「 葉」

だけで返すのではなく せっかく なので、「 木」 に付けて返すこと ができたらと 思ったこ

と 、 また、「 木」 の色についても子どもたちの観察でどのよう に描かれるのかと 思い取

り 組んだ。

11 月発表会の背景の為の葉を作る

2 月 葉に合わせ木を作る

４歳児クラス



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉

・「「 木」 の色ってどんな色？」 と 、 は投げかけると 「 茶色」「 黒」 など答えが返る。

では「 本当はどんな色かを確かめよう 」 時の側に行く 。

実際に見行く と 、 色を確認するだけでなく 、 形や触り 心地などをたしかめていた為、

「 いつも （ 遊びで)お世話になってるし、 モデルさんになってもらう からお願いしま

すして、 ぎゅってしてみる」 と いう と 、 お辞儀をして嬉しそう にに"ぎゅっ”と 抱きし

めていた。

・ その後、 子どもの見た色の絵の具を用意し、 絵の具を塗り 始める。「 色がわからなく な

ったら、時々見ると いいかもね」 など声掛けをする。子ども同士の中で「 こ こは、黒だ

ったよ」「 こ こは緑だね」「 こ こに、転々あるんだ」 など、色を確認し合ったり 、教え合

ったり 、 互いの物を見て気付きが有ったり していた。

・ 発表会の「 葉」 を製作物と して返すと きに、このまま返すのが忍びなく 、子ども達に相談

する。

・ 子どもたちから 「 何かに貼ると 良いよ 」「 木作ろう か」 と 出る。

・ そこで、 桜の木の側に行き、 気の色や質感をじっく り 観察したり さわってみる。

・ 各々絵の具の色を選び、 実際に絵の具で塗っていく 。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子どもたちの目で見る観察眼の鋭さを改めて感じさせられた。

大人の、 固定概念を超えた先の子どもの完成のすばらしさにただただ感嘆させられ、 迷い

なく 描く 子どもの姿をみて、 伸び伸び描く 楽しさの大切さを改めた感じた。

「 葉」 が実際は緑じゃないと いう 事をきっかけに、今回の「 木」 も茶色や黒一色ではなく 複

雑な色が混ざり 合っていると いう 事を知るこ と ができ、 イ ラスト などと は違う 実際の自然

物の色について、 改めて認識する機会になった。



とうきょう すくわくプログラム実践報告書
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園名 狛江市立藤塚保育園

白い手ぬぐいに子どもたちが自らの手で加工をし 、 染め上がった時の色の変化を楽しむ。

・ 素材： さ らし、 輪ゴム、 染色の染料(ベスト カラー)、 定着剤(ベスト フィ ッ ク ス )

・ 道具： 鍋、 ガスコンロ

※火を取り 扱う 作業は、 保育室外(事務室)にて行った。

(保育室が限られた空間である為、 事故防止の観点から )

自分たちの手で加工するこ と で、 自分だけのオリ ジナルの手ぬぐいを作るこ と ができると

いう こ と 、 上手と か上手でないと いったこ と のない、 唯一無二の作品を作る楽しみを味わ

ってもらいたいと 思った。

6 月 運動会の遊戯と して、 ソーラン節に取り 組む。

9 月 衣装のひと つと して、頭に手ぬぐいを巻く こ と を決定。木綿のさらしで白い手ぬ

ぐいを作る (保育者)。

10 月 白い手ぬぐいを染料で染める。

５歳児クラス



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉

５．振り返り

難しいｔ ＜振り返りによって得た先生の気づき＞

①子どもたち、 一人一枚白い手ぬぐいに名前を書く 。

②白い手ぬぐいに輪ゴム(8 本)を自由に巻きつける。

③染料で染める (鍋に白い手ぬぐいと 染料を入れて煮沸する )…保育者が行う 。

④染め上がったら、 一人ひと り が自分の手ぬぐいのゴムを外す。

自分だけのオリ ジナルの模様の手ぬぐいを作るこ と がと ても楽しい経験になったよう

だった。作業の過程で、今の子たちにと って、輪ゴムと いう ものがあまり 馴染みのない

素材なんだなと いったこと や、輪ゴムで布地をぎゅっと 縛ること が、子どもたちにと っ

て思いのほか難しいと いう こ と が分かった。

「 白い手ぬぐいの好きな所を輪ゴムで結わえてごらん」 と 伝え、 作業開始。

輪ゴム自体をあまり いじった経験のない子もいた。 一方女児に中には、 自分の髪をゴムで

結わえる子もいるので、 スムーズにできる子もいた。

染め上がった布の輪ゴムをほどく 時は、 皆期待と 共に真剣な表情になっていた。

広げた時の模様が思ってもいないよう な形に出たり 、 色が変化しているのに感動している

様子だった。


